
　　　  　   【タイムスケジュール】
   

　13：00　開場　
　13：30　映画上映（136分）
　　　　　　　　　　『52ヘルツのクジラたち』

　16：00　講演　

　　　　　　　濱畑善行さん
               　　　　　　　　（40分）

（土） 11/15　　　  　   
   

　12：30　開場　
　13：00　映画上映（118分）
　　　　　　　『ドマ〡ニ！愛のことづて』

　15：10　講演
                               （50分）

テ〡マ：
DVと闘う世界の
女性たち

横山美栄子さん
　　（よこやまみえこ）

講　師

ホームページ

主催：福岡映画サークル協議会　
福岡市中央区春吉３丁目22-17協立ビル2FC室

☎　092-781-2817
mail：fukuokaeisa@gmail.com   https://www.fukuokaeisa.com

上映と講演

※「ドマーニ」とは、イタリア語で「あした」を意味する言葉です。

2025年
福岡市男女共同参画推進センタ〡·

　アミカス４Fホ〡ル
福岡市南区高宮3-3-1  ☎092-526-3755（土）

◇ローソンチケット　L-82797　◇チケットぴあ　P555-545

一　般　前売券　1300円　

　　　　　当日券　1500円

 （シニア1200円/中高生800円）
　　　　　　　

一　通　の　謎　め　い　た　手　紙　が　も　た　ら　す　新　た　な　決　意
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· NPO法人アジア女性センタ〡　理事長
· NPO法人福岡ジェンダ〡研究所　理事
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女性の理不尽な生き方を次世代に引き継がない！女性の理不尽な生き方を次世代に引き継がない！
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  託児あります
　　   　《お申込み》
  
11月5日（水）まで

　   一人500円
　　　
　    ※6ヶ月～３年生まで
　　　　  　が対象です。
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　202２：栄光のランナー/サマーフィルムにのって/ブータン　山の教室/リトル・ガール/ 淪落の人/2023：シング・ア・ソング！/アンネ・フランクと旅す
る日記/海辺の彼女たち/ワン・セカンド永遠の24フレーム/パッドマン5億人の女性を救った男/2024：丘の上の本屋さん/エンドロールのつづき/シスター夏のわかれ道/ 
青春ジャック　止められるか、俺たちを２/九州・沖縄のミニシアター巡礼・映画館主からあなたへのメッセージ（自主製作動画）/銀平町シネマブルース/52ヘルツのクジラ
たち/2025：リトル・エッラ/ある一生/長崎の郵便配達/アナウンサーたちの戦争

映画を愛する、映画の仲間と、映画を観る喜びを共に
最近の上映作品 福岡映画サークル協議会は1968年の発足以来、スクリーンで映画を観ることにこだわって「作品を選び鑑賞する」ことを続けています。

X(旧)Twitter

FUKUOKA EISA-

facebook

　　　　　　　　　1946年5月、戦後まもないローマ。デリア（パオラ・コルテッレージ）は家族と一緒に半地下の家で暮らしている。

夫イヴァーノはことあるごとにデリアに手を上げ、意地悪な義父オットリーノは寝たきりで介護しなければならない。

夫の暴力に悩みながらも家事をこなし、いくつもの仕事を掛け持ちして家計を助けている。多忙で過酷な生活ではあ

るが、市場で青果店を営む友人のマリーザや、デリアに好意を寄せる自動車工のニーノと過ごす時間が唯一の心休ま

るとき。母の生き方に不満を感じている長女マルチェッラは裕福な家の息子ジュリオからプロポーズされ、彼の家族

を貧しい我が家に招いて昼食会を開くことになる。

　そんなデリアのもとに1通の謎めいた手紙が届き、彼女は「まだ明日がある」と新たな旅立ちを決意する―。

STORY

変えるのは、私。世界中の女性を勇気づける
明日を拓く「権利」という武器―

INTRODUCTION

もっと
映画が
好きに
なる。

福岡映画サークル協議会
Ｆｕｋｕｏｋａ　Ｍｏｖｉｅ　Ｃｉｒｃｌｅ　Ｃｏｕｎｃｉｌ

講　師
横山美栄子さん
　　（よこやまみえこ）プロフィ〡ル

· NPO法人アジア女性センタ〡　理事長
· NPO法人福岡ジェンダ〡研究所　理事

　福岡の大学で社会学の教員を務めたのち

、2004年より2022年まで広島大学ハラスメ

ント相談室の専任教授として、学生・教職

員の各種のハラスメントに関する相談支援

やハラスメント防止教育にあたる。

　現在は福岡をベースに活動。セクハラ・DV

などの女性に対する暴力や大学におけるアカ

デミック･ハラスメントをテーマに研究しながら、

福岡のNPO法人で性暴力やDV被害者を

支援する活動にも関わられている。

監督：パオラ・コルテッレージ
脚本：フリオ・アンドレオッティ ジュリア・カレンダ パオラ・コルテッレージ
出演：パオラ・コルテッレージ、ヴァレリオ・マスタンドレア
ジョルジョ・コランジェリ、ヴィニーチオ・マルキオーニ
2023｜イタリア｜原題：C'èancoradomani｜118分｜日本語字幕：岡本太郎｜
後援：イタリア大使館特別協力：イタリア文化会館配給：スモモ
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今は、まだでも、明日なら…。今は、まだでも、明日なら…。

イタリアで600万人が喝采！

　2024年のダヴィッド・ディ・ドナテッロ賞

主演女優賞・助演女優賞・新人監督賞・脚本賞　

主要４部門受賞‼
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2024年のダヴィッド・ディ・ドナテッロ賞

主演女優賞・助演女優賞・新人監督賞・脚本賞　

主要４部門受賞‼

イタリアの国民的コメディエンヌ、パオラ・コルテッレ

ージが自ら主演し初監督した本作は、戦後の混乱期にあるローマに暮らすある６人家族の

生活を、イタリアン・ネオリアリスモを彷彿とさせるかのような白黒映像にミュージカル

仕立ての粋な演出を交えながら、当時の女性たちが置かれていた立場を描いた作品です。

　敗戦後のイタリアは、ファシストを排して社会変革を求める労働運動が盛り上がり、政

治的には選挙など社会制度が大きく変わって行く変動期。その一方で、家父長制は強く残

ったまま女性たちを苦しめていました。映画では、夫からの家庭内暴力（ＤＶ：ドメステ

ィック・バイオレンス）を受けながらも、ひたすら耐え続ける妻と、妻を力で

支配することを信じて疑わない夫、母のように耐える人生は嫌やと拒絶する

娘や近所の妻たちの日常が描かれ、当時のイタリアでは当たり前であった

男尊女卑社会の姿が描かれます。

　しかし、この作品に登場する女性たちは、したたかに幸せを求めて、日々、

明るく逞しく生きています。そして、最後の最後にとっても素敵な結末が

用意されています。時代を超えてすべての女性を勇気づける、想いのたけ

を込めた最高のラストシーンです。
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